
令和元年 第 4回北広島市環境審議会 議事録 

 

■日 時：令和元年 12月 19日（木） 18:30～20:00 

 

■会 場：市役所本庁舎 3階会議室 D 

 

■出席者：（委 員）上田会長、鈴木副会長、皆木委員、橋本委員、鈴木委員、 

          森下委員、齊藤委員、藤野委員、山本委員（9名） 

     （事務局：市民環境部） 

          高橋部長、阿部課長、新川主査、髙橋主事、佐藤主事（5名） 

 

■審議内容 

【開会】 

 

【議事録署名委員の選出】 

 

【会長指名により、皆木委員、山本委員を選出】 

 

【議案 1「令和元年度版 北広島のかんきょう」について】 

 

（事務局より説明） 

 

○Ａ委員 

本編 5 ページ 2 の環境基本条例・環境基本計画に関して、本市における環境基本条例は

環境保全に配慮している大切な条例ですので、条文を本編又は資料編に掲載することを検

討していただきたいです。 

 

○説明員 

レイアウト等を踏まえ検討します。 

 

○Ａ委員 

14 ページ 2 の情報の提供に関して、こどもの北広島かんきょうマップの記載があります

が、市のホームページに公開されていますか。公開されていないのであれば検討をお願いし

ます。 

 

○説明員 



ホームページの公開状況を確認の上、対応を進めます。 

  

○Ａ委員 

32 ページ 2 の自然とのふれあいに関して、南の里緑地や学習の森において自然観察を行

う場合、自動車を駐車する台数が限られてしまいます。自然に親しむ場として良好な場所で

ありますので、駐車場整備について検討していただきたいです。また、レクの森の駐車場に

関して、現在、ボールパーク工事の兼ね合いもあり、北広島高校横に設けられている冬季の

駐車場が使用できない状況となっています。レクの森は、季節問わず自然観察できるのが魅

力でもありますので、一般の方が自由に駐車できる場所の確保をしていただきたいです。 

 

○説明員 

関係課に要望を伝えます。 

 

○Ａ委員 

32 ページ 2 の自然とのふれあいに関して、自然の森キャンプ場についても取り上げるこ

とができるのではないかと感じています。今後、掲載を検討していただきたいです。 

 

○説明員 

環境基本計画の生き物調査等を基に、現在生息している動植物の情報を整理した上で検

討します。 

 

○Ａ委員 

34ページ、35ページの生物多様性と外来種対策に関して、北広島市に関連した内容を追

記修正することで、市民の方が自然の大切さを再認識できるのではないかと感じますので、

内容を検討していただきたいです。 

 

○説明員 

こちらについても、環境基本計画の生き物調査等を基に掲載を検討します。 

  

○Ａ委員 

27 ページの形質変更時要届出区域や森林伐採・地形改変に関して、関係する届出があっ

た場合に、一定規模以上の内容については、事前調査や有識者の方へのヒアリング、聞き取

り調査を実施することで、環境への影響を最小限に抑えることができると感じますので、検

討していただきたいです。 

 

○説明員 



関係課を交えて検討します。 

 

○Ｂ委員 

37 ページの温室効果ガス排出量に関する記載ですが、各施設の事務事業について、どの

ような施設が対象となっていますか。また、温室効果ガス排出量の削減量に関して、廃棄物

の埋立処分による寄与率が高いとなっていますが、そちらの関係性について伺います。 

 

○説明員 

地球温暖化実行計画事務事業編において対象施設を定めており、災害等によって稼働状

況が増減する施設については対象外としています。 

また、廃棄物埋立処分の寄与率が高くなっている理由といたしましては、クリーンセンタ

ーから発生するメタンが全体の 5割以上を占めていることが原因となっております。 

 

○Ｂ委員 

同ページの図 5-1に関して、目盛等のレイアウトを調整することで、より見やすい図にな

ると感じます。 

 

○説明員 

レイアウトについて、検討します。 

 

○Ｂ委員 

平成 26 年度から平成 30 年度の比較においては、温室効果ガス排出量は削減されていま

すが、38 ページ以降に掲載されている電力使用量のみの比較に関しては、使用量が増加し

ているという結果になっています。どういった理由ですか。 

 

○説明員 

電力使用量に関しては、平成 29年の 5月から開始した新庁舎の運用において、面積が拡

大したことやエレベーターの設置利用といった面で増えているところです。しかしながら、

廃棄物の埋立処分量の削減によって、温室効果ガス排出量全体については削減されたとい

う結果になっています。今後、誤解のないよう表現等の見直しを検討します。 

また、現在新庁舎の運用前後での比較となっていることから、平成 30年度を基準とした

目標値の見直しについて検討しているところです。 

 

○Ｃ委員 

SDGs について、北広島のかんきょうに掲載することが適切か否かという要素があります

が、掲載できるのであれば、SDGs についての振り返りを行い、エネルギー施策に限らず、



幅広い環境分野について長期目標を掲げていくのが大切になっていくのではないかと感じ

ています。 

 

○説明員 

 SDGs については、次期環境基本計画策定時に盛り込む予定でありますので、計画策定後

に、北広島のかんきょうにも反映させて参りたいと考えております。 

 

○Ｄ委員 

環境基本計画を策定するにあたり、様々な項目に対する目標値を設定することになりま

す。基本目標の値に対して、実績が経年的にどのように変化するかを比較検証することによ

って、全体の動向把握に繋がるのではないかと感じています。 

また、北広島のかんきょうについては、今回の質疑にあったような誤解を与えない内容に

することや、全体としてどう変わっているかという比較ができるような内容にするとより

良くなると感じています。 

全体としては、細かい検討内容を含むため労力が掛かることになると考えますが、教育現

場や市民一人ひとりの意識が、環境に対する負荷を減らそうという方向に繋がることが最

小限大事であると感じますので、環境報告書としてそういうものに活用していただきたい

です。 

 

○説明員 

ご意見ありがとうございます。 

 

【その他】 

 

○Ａ委員 

来年度における環境基本計画の改定についてですが、全体のスケジュールや想定してい

る取組について説明をしていただきたいです。 

 

○説明員 

来年度については、環境基本計画と地球温暖化対策実行計画事務事業編、地球温暖化対策

実行計画区域施策編の 3本が改定となります。審議会の開催回数については、前回の策定ス

ケジュールでいきますと、環境基本計画の審議に 6回、地球温暖化対策実行計画事務事業編

及び地球温暖化対策実行計画区域施策編の審議で 4回となります。 

 

○Ａ委員 

計画の策定については 10年に 1度の機会となります。自然環境系のデータ収集は非常に



難しく、また収集頻度も少ない状況ですので、次回策定時において、データの比較や基準値、

目標値を設けるにあたり、新規に取り組む内容があれば教えていただきたいです。 

 

○説明員 

新たな取り組みとして生き物調査があります。こちらに関しては、市民の皆さまと協力し

ていきながら進めていきたいと考えているところですが、季節環境で動植物の生息状況が

変わってくることや、1年という期間での策定となることから、委員の皆さまからもお知恵

をお借りしていきたいと考えているところです。 

 

○会長 

 本日はありがとうございました 

 

【閉会】 


